






要約:HBV 母子感染予防にあたって、厚生省方式に従い血漿由来のワクチンを用いた場合

の 1から 4歳の間に生ずる HBV 感染について検討を加えた。その結果少なくとも 2歳まで

は HBs 抗体価を高く保つ必要があるのではないかと思われた。また児の短期的予後と母親

の HBc 抗体価の関係をみると、母体血の HBc 抗体価が IAHA 法で 26 以下の場合に HBs 抗原

早期あるいは後期陽転例やワクチン反応不良例を多く認めた。


